


口蓋裂患者の顎顔面形態が極めて特異的であることは、従来の多くの研究で指摘されてき

たところである。就中、上顎の劣成長は骨格性下顎前突の主因として、歯科矯正臨床上最

も注目すべき特徴である。すなわち、不正咬合の severity(重篤度)の観点から、上顎の劣

成長による位置的後退が大きければ大きい程矯正治癒が難かしく、severity が高い。 


